
講義番号
時間

べしみ
相談支援

生活ホーム
未回収

共通１
 　40 分

2

共通２
 　60 分

2

共通３
 　25 分

8 2

共通４
　 60 分

2 2

事業所２
　 27 分

8 2

事業所３
 　41 分

1 2

事業所４
　 39 分

1 2

事業所６
　 ４８分

1 2

事業所７
　 58 分

2 2

事業所８
　 46 分

1 2

講義 1
　 20 分

2

講義 2-1
　 40 分

2

3 2

3 2

3 2

2 2

講義 5
　　20 分

1 2

講義 7
　 30 分

1 2

講義 3
　各15分
～
20分程度
　全 100
分程度

身体拘束・行動制限の廃止と支援の質の向上（身体拘束）

身体拘束・行動制限の廃止と支援の質の向上（行動障害）

県作成動画 講義 1～7

「障害の理解」
　　埼玉県発達障害福祉協会 会長 長岡 洋行 氏

「障害者虐待の取組と障害者虐待の現状について」（事業者向け）
　　 埼玉県福祉部障害者支援課 主幹 楡井 隆広

① 「行動障害と不適切な支援について」
 　　社会福祉法人邑元会 相浦 卓也 氏

9

「社会福祉法人鴻沼福祉会の虐待防止・人権擁護のとりくみ」
　　 社会福祉法人鴻沼福祉会 酒井 依子 氏

「権利擁護の現場から」
　 埼玉弁護士会 弁護士 小屋野 匡 氏

② 「身体拘束について」
　　 社会福祉法人めぐみ会 千葉 一馬 氏

③ 「精神障害分野における虐待防止・権利擁護を考える」
　　 公益社団法人やどかりの里 宗野 文 氏

⑤ 「グループホームの虐待防止・権利擁護について」
　　 社会福祉法人清心会 岡部 浩之 氏

虐待が疑われる事案への対応

当事者の声

障害者虐待防止法の概要

厚労省作成動画 事業所 1～8

令和 4 年度 埼玉県障害者虐待防止・権利擁護研修 共通講義プログラム視聴状況

講義名

厚労省作成動画 共通 1～4

研修の趣旨説明、虐待対応状況調査報告

障害者虐待総論-成立までの経過、社会的意義
9

9
性的虐待の防止と対応

通報の意義と通報後の対応

総論・障害者虐待の防止


